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グラフィックディスプレイモジュール

双葉蛍光表示管モジュール『GP1157A01B』は、双葉蛍光表示管を使用し

た画素数 256×64 のグラフィック表示用モジュールです。 
このモジュールは、蛍光表示管、ドライバ、コントロール回路、電源より構成

されており簡単なインタフェースを用いることによりシステムとの接続、駆動

が可能です。 
また、RS-232C 入力又は 8bit パラレル入力で漢字表示が可能です。 
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!   安全にお使いいただくために

 

 

 

 安全に御使用頂く為に必ず本書をお読み下さい。また、本書はお読みになった後も大切に保管

して下さい。 

 

警告 ● モジュール動作中はプリント基板上に高電圧(90V)が印加されている部品があります。

感電およびショートによる破損の恐れがある為、製品の金属部分に直接人体が触れな

いようにして頂くとともに、製品の基板上の部分が他の金属部品と接触しない様にして

下さい。 

 

● モジュールの電源回路には、コンデンサが接続されております。 

電源を切った後、直ちに回路をショートするとIC等を破損する事があります。 

(放電には30秒程度の時間を要します。) また、感電の恐れがありますので、製品の金

属部分に直接人体が触れないようにして下さい。 

 

● モジュールにはポリスイッチが内蔵されており、何らかの不具合が発生した場合、 

ポリスイッチが遮断され事故を未然に防ぎます。 

 

● 外部の電源を入れたまま（又はモジュールの電源を入れたまま）電源ケーブルを抜き

差しすることは絶対に避けて下さい。感電の原因になります。 

 

● 蛍光表示管のガラスエッジ、プリント基板エッジ等でのけがを防ぐ為、モジュールの取り

扱いの際には手袋等を着用して下さい。 

 

● 分解、修理、改造は絶対にしないで下さい。 感電や火災の原因になります。 

 

● 廃棄する場合には、特別管理産業廃棄物として処理して下さい。 
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1．特長 
1-1. 双葉蛍光表示管を使用しており、高品質、高寿命を実現しています。 
1-2. CPU、漢字ROM、RS-232C用IC及び電源回路を内蔵しています。 
1-3. CIGの採用により、軽量、薄型です。 
1-4. RS-232Cのシリアル入力又は8bitパラレル入力により漢字表示が容易です。 

 
2．一般仕様 

2-1．外形寸法･重量 (付図-1参照) 
  表-1

項目 仕様 単位 

外形寸法 
横 159±1 
縦  50±1 

  厚さ  21.5 MAX. 
mm 

重量 約125 g 
 
 2-2 ．表示部仕様 

  表-2 
項目 仕様 単位 

画面サイズ 115.1(W)×28.7(H) mm 
画素数 256×64 Dot 

ドットサイズ (H×W) 0.35×0.35 mm 
ドットピッチ (H×W) 0.45×0.45 mm 

発光色 緑 (λp=505nm) − 
輝度 700（Typ） cd/m2 

     注) 表示は、フィルタの使用で青～橙さらに白色などの選択が可能です。 
 
 2-3．環境条件 

    表-3 
項目 記号 最小 最大 Unit 

動作温度範囲 Topr -40 +85 °C 
保存温度範囲 Tstg -40 +85 °C 
動作湿度範囲 Hopr 20 80 % 
保存湿度範囲 Hstg 20 90 % 

振動 (10 ∼ 55Hz) − − 4 G 
衝撃 − − 40 G 

     (注) 結露するような環境での保存並びに使用は避けて下さい。 
 
 2-4．絶対最大定格 

    表-4 
項目 記号 最小 最大 Unit 

電源電圧 Vcc -0.3 5.5 Vdc 
入力信号電圧（RS-232C） VIS -25 25 V 

入力信号電圧（8bit parallel） VIS -0.5 Vcc+0.5 V 
   
 2-5．推奨動作条件 

     表-5
項目 記号 最小 標準 最大 Unit 

電源電圧 Vcc 4.75 5.0 5.25 Vdc 
H-Level 入力電圧（RS-232C） VIH 3 − 15 V 
L-Level 入力電圧（RS-232C） VIL -15 − -3 V 

H-Level 入力電圧（8bit parallel） VIH 0.7×Vcc − Vcc V 
L-Level 入力電圧（8bit parallel） VIL 0 − 0.3×Vcc V 
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2-6．標準動作条件における電気的、光学的特性 

      表-6
項目 記号 条件 最小 標準 最大 Unit 

電源電流  Icc − 0.9 1.3 A 

輝度 L1(G.) 

Vcc＝5.0V 
全極点灯 
輝度100％ 350 700 − cd/m2

消費電力 －  − − 6.5 W 

注1) 電源投入時は、最大電流の約10倍のサージ電流が流れることがあります。 
 

2-7．インタフェース仕様 
   本モジュールは以下のインタフェースを搭載しています。 

・ RS-232インタフェース 
・ パラレルインタフェース 

 
2-7-1．RS-232Cインタフェースタイミング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

通信条件 
 表-7
ボーレート 19200or38400bps 
パリティ NON 
フォーマット スタート(1ビット)+データ(8ビット)+ストップ(1ビット) 
ハンドシェイク DTR,DSR 
 
バッファ容量 

 表-8
受信バッファ容量 256バイト 
送信バッファ容量 128バイト 
 
DTR信号変化タイミング 

 表-9 
DTR変化 READY→BUSY BUSY→READY 

条件 受信バッファ残量が32バイト以下、

または送信バッファ残量32バイト以

下になった場合。 

受信バッファ残量が64バイト以

上、且つ送信バッファ残量64バ

イト以上になった場合。 

Min.0μs 

RXD 

DTR 

0 

1 

READY  

BUSY 

Min.0μs 

TXD 

DSR 

0 

1 

READY  

BUSY 

MAX.2Byte 

表-9 参照 
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2-7-2．パラレルインタフェースタイミング 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※ 1バイトごとにBUSYが出力されます。 
※ 受信バッファの残量が32バイト以下になるとBUSYが 

出力し続け、64バイト以上になると通常の動作となります。 
 
3．基本機能 
 
 3-1．通信条件 

3-1-1. 受信の条件 
モジュールのCPUの受信バッファは、256バイト有し、受信バッファ残量が32バイト以下、または送信バッ

ファ残量32バイト以下になると、DTR/RDY信号をディスエーブルにして受信禁止とする。受信バッファ残

量が64バイト以上、且つ送信バッファ残量64バイト以上になると、DTR/RDY信号をイネーブルにし、受信

可能とします。DTR/RDY信号はモジュール側で管理します。 
コマンドの内容及び書き込み頻度によって変化しますので常にDTR/RDY信号の監視をお願いします。 
 

 
  3-1-2．通信エラー 

a) ホストからのデータ受信時、オーバーラン、フレーミングエラー、パリティエラーが発生した場合は、

そのデータは無視します。 
b) ホストからイリーガルデータを受信した場合は、そのデータは無視します。 
 

3-2．文字の書き込み 
    シフトJISコード、JISのANKコード及びキャラクタコードがホストから書き込まれたとき、そのデータはフ

ォントデータとして、ホームポジション(画面の左上)または、カーソルセットで指定された位置から書き

込まれ、書き込み位置は自動的に右へ1桁移動します。但し、書き込み位置が右端位置にある場合、

カーソル位置に書き込み、その後、カーソルは1行下の左端へ移動します。 
 

  3-2-1．キャラクタ表示 
 キャラクタモード : 6×8ドットモード  最大42桁8行 

               8×16ドットモード  最大32桁4行 

               16×32ドットモード  最大16桁2行 

 搭載キャラクタ  : 6×8ドット、8×16ドット、16×32ドット  ANK、インターナショナルフォント 

                   16×16ドット、32×32ドット   日本語(JIS第1水準、第2水準) 

 

Min 
100ns 

Min 
50ns 

Min 
10ns 

Max 
100ns 

TDWR 

1 

0 

1 
0 

READY 
BUSY 

/WR 

D0-D7 

RDY 

TDWR= ノーマルコマンドモード ：Min 1μs 
    グラフィック DMA モード ：Min15μs 
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3-3．表示メモリ 
    全表示メモリは以下の様に構成されます。 

・ 全表示エリアは512ドットあり、表示エリアと非表示エリアで構成されます。 
・ ウィンドウ機能により全表示メモリエリアを複数に分割し、各ウィンドウを独立表示させることが可

能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-4．ウィンドウ 
    ウィンドウとは表示画面を複数に分割し、各ウィンドウを独立表示させる機能です。 

・ ウィンドウ毎に独立した表示メモリは持っていません。 
・ ウィンドウには、ベースウィンドウとユーザーウィンドウがあります。 
・ 42.ユーザーウィンドウ定義･解除参照 
 

3-4-1．ベースウィンドウ 
   表示画面全体の大きさを持ち、ユーザーウィンドウを定義しない場合、全ての表示動作はこのウィンド

ウで処理されます。 
・ ユーザーウィンドウ定義時のユーザーウィンドウ定義外エリアへの表示動作は、ベースウィンドウ

を選択して行います。 
・ ベースウィンドウ選択時はユーザーウィンドウの有無に関係なく表示画面全体で動作します。そ

の為、ユーザーウィンドウの表示内容も変更されます。 
・ ベースウィンドウでの表示、動作は12.書き込み画面モードの範囲内で動作します。 

 
3-4-2．ユーザーウィンドウ 

   ユーザーウィンドウ定義コマンドにより任意の場所に定義され、カレントウィンドウ選択によりそのウィン

ドウでの表示動作が可能になります。 
・ ユーザーウィンドウは最大4ウィンドウまで定義可能です。 
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3-5．書き込み画面モード 
3-5-1．表示画面モード 

・ カーソル位置が表示エリア上にある場合の動作範囲は表示エリア内で、非表示エリア上にある

場合の動作範囲は非表示エリア内になります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

3-5-2．全画面モード 
・ カーソル位置に関係なく動作範囲は全表示メモリになります。 
・ キャラクタの書き込みは指定された表示モードに依存します。 
・ ビットイメージは全表示メモリエリア内に書き込まれ、エリア外のデータは無視されます。 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

3-6．プロトコル 
ノーマルコマンドモードは2種類のプロトコルがあり、ジャンパ設定により選択可能です。 

3-6-1．ダイレクトモード 
ディスプレイアドレスに関係なく、入力されたデータを全て処理します。全てのインタフェースに

適用します。 
3-6-2．電文モード 

電文内のアドレスとジャンパ設定のディスプレイアドレスが一致したディスプレイのみデータ処

理を行います。このモードを使用することによってアドレスが設定された最大16台まで

のディスプレイを個々にコントロールできます。 

電文内のアドレスがFFhの場合、全てのディスプレイがデータ処理を行います。 

     表-10
ヘッダー アドレス データ長 データ フッター BCC 

STX(02h) 00h～FFh 01h～80h 00h～FFh ETX(03h) 00h～FFh 

1バイト 1バイト 1バイト 1～128バイト 1バイト 1バイト 

BCC : ヘッダーからフッターまでを排他的論理和(XOR値) 

 

 

 

 

表示エリア 256dots 非表示エリア 256dots 

表示エリア 256dots 非表示エリア 256dots 
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 3-7．コマンド 

   本モジュールは、以下のコマンドを有します。 

   表-11
№ 名称 コード コード 
1 キャラクタ表示 20h‐FFh 及び文字コード 20h‐FFh 及び2バイト文字コード

2 バックスペース BS  08h 
3 ホリゾンタルタブ HT 09h 
4 ラインフィード LF 0Ah 
5 ホームポジション HP 0Bh 
6 キャリッジリターン CR 0Dh 
7 表示画面のクリア CLR 0Ch 
    
 一般設定コマンド 表-12による  
 キャラクタ関連設定コマンド 表-13による  
 表示アクションコマンド 表-14による  
 ビットイメージ関連コマンド 表-15による  
 表示関連設定コマンド 表-16による  
 ウィンドウ関連コマンド 表-17による  
 ダウンロード文字関連コマンド 表-18による  
 ユーザー設定コマンド 表-19による  
 汎用ポート関連コマンド 表-20による  
 マクロ関連コマンド 表-21による  
 その他のコマンド 表-22による  

上記以外のコードは無視します。 

 

   表-12
 一般設定コマンド   

8 表示輝度設定 US X n 1Fh 58h n 
9 イニシャライズ ESC @ 1Bh 40h 

10 カーソルセット US $ xL xH yL yH 1Fh 24h xL xH yL yH 
11 カーソル表示ON/OFF選択 US (d n 1Fh 43h n 

 

   表-13
 キャラクタ関連設定コマンド  

12 書き込み画面モード選択 US ( w n a 1Fh 28h 77h 10 a 
13 国際文字セット指定 ESC R n 1Bh 52h n 
14 キャラクタコード指定 ESC t n 1Bh 74h n 
15 オーバーライトモード指定 US MD1 1Fh 01h 
16 縦スクロールモード指定 US MD2 1Fh 02h 
17 横スクロールモード指定 US MD3 1Fh 03h 
18 横スクロールモード速度指定 US s n 1Fh 73h n 
19 フォントサイズ選択 US ( g n m 1Fh 28h 67h 01h m 
20 漢字モード(2バイト文字コード) 

指定・解除 
US ( g n m 1Fh 28h 67h 02h m 

21 キャラクタ拡大表示指定 US ( g n x y 1Fh 28h 67h 40h x y 
22 キャラクタボールド表示指定 US ( g n b 1Fh 28h 67h 41h b 
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   表-14
 表示アクションコマンド   

23 ウェイト US ( a n t 1Fh 28h 61h 01h t 
24 ショートウェイト US ( a n t 1Fh 28h 61h 02h t 
25 スクロール表示アクション US ( a n wL wH cL cH s 1Fh 28h 61h 10h wL wH cL cH s 
26 ブリンク表示アクション US ( a n p t1 t2 c 1Fh 28h 61h 11h p t1 t2 c 
27 カーテン表示アクション US ( a n v s p 1Fh 28h 61h 12h v s p 
28 湧き出しアクション US ( a n v s pL pH 1Fh 28h 61h 13h v s pL pH 
29 ランダム表示アクション US ( a n s pL pH 1Fh 28h 61h 14h s pL pH 
30 表示用電源ON/OFF US ( a n p 1Fh 28h 61h 40h p 

 

   表-16
 表示関連設定コマンド   

38 横スクロール表示品選択 US m n 1Fh 60h n 
39 リバース指定・解除 US r n 1Fh 72h n 
40 表示書き込み合成モード指定 US w n 1Fh 77h n 

 

   表-17
 ウィンドウ関連コマンド   

41 カレントウィンドウ選択 US ( w n a 1Fh 28h 77h 01h a 
42 ユーザーウィンドウ定義・解除 US ( w n a b [xPL xPH yPL yPH 

xSL xSH ySL ySH]  
1Fh 28h 77h 02h a b xPL xPH yPL 
yPH xSL xSH ySL ySH 

 

   表-18
 ダウンロード文字関連コマンド   

43 ダウンロード文字指定 ESC % n 1Bh 25h n 
44 ダウンロード文字定義 ESC & a c1 c2 [x1 d1‥d(y×x1)]‥

[xk d1‥d(y×xk)] 
1Bh 26h a c1 c2 [x1 d1‥d(y×x1)]‥
[xk d1‥d(y×xk)] 

45 ダウンロード文字抹消 ESC ? a c 1Bh 3Fh a c 
46 16x16ドットダウンロード文字定義 US ( g n c1 c2 d1‥dk 1Fh 28h 67h 10h c1 c2 d1‥dk 
47 16x16ドットダウンロード文字抹消 US ( g n c1 c2 1Fh 28h 67h 11h c1 c2 
48 ダウンロード文字保存 US ( e n a 1Fh 28h 65h 11h a 
49 ダウンロード文字読み込み US ( e n a 1Fh 28h 65h 21h a 
50 FROMユーザーフォント定義 US ( e n m P(80h-1) P(80h-2) ‥

P(FFh-n)) 
1Fh 28h 65h 13h m P(80h-1) P(80h-2) 
–P(FFh-n) 

   表-15
 ビットイメージ関連コマンド   

31 ドット描画 US ( d n pen xL xH yL yH 1Fh 28h 64h 10h pen xL xH yL yH 
32 ライン/ボックス描画 US ( d n mode pen x1L y1L y1H 

x2L x2H y2L y2H 
1Fh 28h 64h 11h mode pen x1L x1H 
y1L y1H x2L x2H y2L y2H 

33 リアルタイムビットイメージ表示 US ( f n xL xH g d(1)‥d(k) 1Fh 28h 66h 11h xL xH yL yH g d(1)
‥d(k) 

34 RAMビットイメージ定義 US ( f n aL aH aE sL sH sE d(1)‥
d(s) 

1Fh 28h 66h 01h aL aH aE sL sH sE 
d(1)‥d(s) 

35 FROMビットイメージ定義 US ( e n aL aH aE sL sH sE d(1)‥
d(s) 

1Fh 28h 65h 10h aL aH aE sL sH sE 
d(1)‥d(s) 

36 定義済みビットイメージ表示 US ( f n m aL aH aE ySL ySH xL xH 
yL yH g 

1Fh 28h 66h 10h m aL aH aE ySL ySH 
xL yL yH g 

37 定義済みビットイメージスクロール

表示 
US ( f n m aL aH aE ySL ySH xL xH 
yL yH g s 

1Fh 28h 66h 90h m aL aH aE ySL ySH 
xL xH yL yH 01h s 
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   表-19
 ユーザー設定コマンド   

51 ユーザー設定モード移行 US ( e n d1 d2 1Fh 28h 65h 01h d1 d2 
52 ユーザー設定モード終了 US ( e n d1 d2 d3 1Fh 28h 65h 02h d1 d2 d3 

 

   表-20
 汎用ポート関連コマンド   
53 ポート入出力選択 US ( p 01h n a 1Fh 28h 70h 01h n a 
54 ポート出力 US ( p 10h n a 1Fh 28h 70h 10h n a 
55 ポート入力 US ( p 20h n a 1Fh 28h 70h 20h n a 

 

   表-21
 マクロ関連コマンド   

56 RAMマクロ定義・消去 US : pL pH [d1‥dk] 1Fh 3Ah pL pH [d1‥dk] 
57 FROMマクロ定義 US ( e n a pL pH t1 t2 [d(1)‥d(p)] 1Fh 28h 65h 12h a pL pH t1 t2 [d(1)‥

d(p)] 
58 マクロ実行 US ^ a t1 t2 1Fh 5Eh a t1 t2 

 

   表-22
 その他のコマンド   
59 メモリSW設定 US ( e n a b 1Fh 28h 65h 03h a b 
60 メモリSWデータ送信 US ( e n a 1Fh 28h 65h 04h a 
61 各種情報データ送信 US ( e n a [b c] 1Fh 28h 65h 40h a [b c] 
62 メモリ書き換えモード移行 FS | M m [d1‥d6] 1Ch 7Ch 4Dh D0h d1‥d6 
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1．キャラクタ表示 

【名称】キャラクタ表示 

【コード】20h‐FFh 及び2バイト文字コード 

【機能】カーソル位置にキャラクタを表示します。 

・ フォントサイズ(6×8、8×16、16×32)は19.フォントサイズ選択コマンドで設定できます。

2バイト文字を表示させるにはフォントサイズ選択(8×16、16×32)、及び漢字モード(2バイ

ト文字コード)指定･解除=指定にする必要があります。20.漢字モード(2バイト文字コード)

指定･解除参照。 

・ 2バイト文字は、搭載している文字フォントタイプに依存し、本製品は以下のフォント(16

×16、32×32ドットフォント)を搭載しています。 

   表-23
仕様 コード体系 1バイト目 (c1) 2バイト目 (c2) 

日本仕様 SHIFT-JIS 81h≦c1≦9Fh,E0h≦c1≦EFh 40h≦c2≦7Eh,80h≦c2≦FCh 

・ 本コマンドはカレントエリア内で動作します。 

・ カーソル位置に関係なく、書き込まれるキャラクタのフォントサイズx,yのどちらか又は両

方がウィンドウサイズを超える場合、コマンドは無視されます。 

・ 動作の詳細は以下の動作になります。 

MD1モード(オーバーライトモード)時 表-24
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

現在の位置を基準に1文字分のスペースがある。 カーソル位置にキャラクタ表示→HT実行 右側に1文字分

のスペースが

ある。 

現在の位置を基準に1文字分のスペースがない。 最上行左端に移動→ 

カーソル位置にキャラクタ表示→HT実行 

下側に1行分のスペースがある。 カーソル位置にスペースを表示→ 

一行したの左端にカーソル移動→ 

カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

下側に1行分のスペースがない。 カーソル位置にスペースを表示→ 

最上段左端にカーソル移動→ 

カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

右側に1文字分

のスペースが

ない。 

現在の位置を基準に1文字分のスペースがない。 最上段左端にカーソル移動→ 

カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

 

MD2モード(縦スクロールモード)時 表-25
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

現在の位置を基準に1文字分の

スペースがある。 

カーソル位置にキャラクタ表示→HT実行 右側に1文字分

のスペースが

ある。 現在の位置を基準に1文字分の

スペースがない。 

表示内容を1行不足分上にスクロールし、最下部をクリア→

1文字表示できる位置へ上に移動→ 

カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

下側に1行分のスペースがある。 カーソル位置にスペースを表示→1行下の左端にカーソル

移動→カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

下側に1行分のスペースがない。

 

カーソル位置にスペースを表示→最下行の左端にカーソル

移動→カーソル位置にキャラクタを表示→HT実行 

右側に1文字分

のスペースが

ない。 

現在の位置を基準に1文字分の

スペースがない。 

表示内容を1行不足分上にスクロールし、最下部をクリア→

最下行の左端カーソル移動→カーソル位置にキャラクタを

表示→HT実行 
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MD3モード(横スクロールモード)時 表-26
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

文字が表示

してある。 

カーソル位置にキャラクタ表示→ 

カーソル位置が右に1文字分移動 

文字が表示

してない。 

現在の位置を基準に1文

字分のスペースがある。 カーソル位置にキャラクタ表示→ 

スクロールON 状態移行 

右側に1文字

分のスペー

スがある。 
― 現在の位置を基準に1文

字分のスペースがない。

動作なし。（カーソル位置そのまま） 

下側に1行分のスペース

がある。 

1文字分のスペースができるまでその行を左にスクロー

ルする。→新しくできた1文字分のスペースの左端にカ

ーソルを移動 

→カーソル位置にキャラクタ表示→スクロールON状態 

右側に1文字分のスペース

がない。 

下側に1行分のスペース

がない。 

カーソル位置にスペースを表示→HT実行→カーソル位

置にキャラクタを表示→HT実行 

スクロールON状態時の動作‥その行の内容を1文字分左スクロールし、カーソル位置にキャラク

タ表示(スクロールON状態時はキャラクタ表示、又はHTコマンド以外でカーソルが移動された場

合、キャンセルされもとの状態に戻ります。) 

 

2．バックスペース BS 

【名称】バックスペース 

【コード】08h 

【機能】カーソル位置を左に1文字分移動します。 

・ 本コマンドは、選択した書き込み画面の範囲で動作します。 

・ 動作の詳細は以下の動作になります。 

MD1モード(オーバーライトモード), MD2モード(縦スクロールモード)時 表-27
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

左側に1文字分のスペースがある。 ― カーソルが左に1文字分移動。 

上側に1行分のスペースがある。 カーソルが1行上の右端に移動。 左側に1文字分のスペースがない。 

上側に1文字分のスペースがない。 カーソル移動なし。 

MD3モード(横スクロールモード)時 表-28
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

左側に1文字分のスペースがある。 ― カーソルが左に1文字分移動。 

左側に1文字分のスペースがない。 ― カーソル移動無し。 
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3．ホリゾンタルタブ HT 

【名称】ホリゾンタルタブ 

【コード】09h 

【機能】カーソル位置を右に1文字分移動します。 

・ 本コマンドは、選択した書き込み画面の範囲で動作します。 

・ 動作の詳細は以下の動作になります。 

MD1モード(オーバーライトモード)時 表-29
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

右側に1文字分のスペースがある。 ― カーソルが右に1文字分移動。 

下側に1行分のスペースがある。 カーソルが1行上の左端に移動。 右側に1文字分のスペースがない。 

下側に1文字分のスペースがない。 最上行左端にカーソル移動 

 

MD2モード(縦スクロールモード)時 表-30
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

右側に1文字分のスペースがある。 ― カーソルが右に1文字分移動。 

下側に1行分のスペースがある。 カーソルが1行上の左端に移動。 右側に1文字分のスペースがない。 

下側に1行分のスペースがない。 表示内容を1行上にスクロールし、最下

行をクリア→ 

最下行左端にカーソル移動 

 

MD3モード(横スクロールモード)時 表-31
カーソル位置 

X (桁) Y (行)
動作内容 

文字が表示してある。 カーソルが右に1文字分移動。 右側に1文字分の

スペースがある。 文字が表示していない。
― 

スクロールON状態。 

右側に1文字分のスペースがない。  1文字分のスペースができるまでその行を左にスク

ロールする。 

→補足された部分をクリアする。新しくできた1文字

のスペースに移動 

→スクロールON状態 

スクロールON状態時の動作‥その行の内容を1文字分左スクロールし、カーソル位置にキャラク

タ表示(スクロールON状態時はキャラクタ表示、又はHTコマンド以外でカーソルが移動された場

合、キャンセルされもとの状態に戻ります。) 
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4．ラインフィード LF 

【名称】ラインフィード 

【コード】0Ah 

【機能】カーソル位置を下に1文字分移動します。 

・ 本コマンドは、選択した書き込み画面の範囲で動作します。 

・ 動作の詳細は以下の動作になります。 

MD1モード(オーバーライトモード)時 表-32
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

下側に1行分のスペースがある。 カーソルが1行下に移動。 
― 

下側に1文字分のスペースがない。 最上行にカーソル移動。 

 

MD2モード(縦スクロールモード)時 表-33
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

下側に1行分のスペースがある。 カーソルが1行下に移動。 

― 下側に1文字分のスペースがない。 表示内容を1行上にスクロールし、最下行をクリア。

カーソル移動なし。 

 

MD3モード(横スクロールモード)時 表-34
カーソル位置 

X (桁) Y (行) 
動作内容 

― ― カーソル移動なし。 

 

 

5．ホームポジション HP 

【名称】ホームポジション 

【コード】0Bh 

【機能】カーソル位置をホームポジション(左上)に移動します。 

・ 本コマンドは、カレントウィンドウ内で動作します。 

 

6．キャリッジリターン CR 

【名称】キャリッジリターン 

【コード】0Dh 

【機能】カーソル位置を同一行の左端に移動します。 

・ 本コマンドは、カレントウィンドウ内で動作します。 

 

7．画面表示のクリア CLR 

【名称】表示画面のクリア 

【コード】0Ch 

【機能】表示面をクリアします。 

 ・コマンド実行後のカーソル位置はホームポジションに移動します。 

・ 本コマンドは、カレントウィンドウ内で動作します。 
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8．表示輝度設定 US X n 

【名称】表示輝度設定 

【コード】1Fh 58h n 

            n ： 輝度指定 

【定義域】01h≦n≦04h、10h≦n≦18h 

【初期値】n=04h 

【機能】nの値により表示輝度を下表の通りに設定します。 

   表-35
n 輝度  n 輝度 

01h 25%  12h 25% 

02h 50%  13h 37.5% 

03h 75%  14h 50% 

04h 100%  15h 62.5% 

10h 0%  16h 87.5% 

11h 12.5%  17h 100% 

 

9．イニシャライズ ESC @ 

【名称】イニシャライズ 

【コード】1Bh 40h 

【機能】各種設定を初期状態にします。 

・ ソフトウェア設定値を電源投入された状態に戻します。 

・ ジャンパ設定の再読み込みは行いません。 

・ 受信バッファの内容は保持されます。 

 

10．カーソルセット US $ xL xH yL yH 

【名称】カーソルセット 

【コード】1Fh 24h xL xH yL yH 

           xL : カーソル位置x下位バイト (1ドット単位) 

           xH : カーソル位置x上位バイト (1ドット単位) 

           yL : カーソル位置y下位バイト (8ドット単位) 

           yH : カーソル位置y上位バイト (8ドット単位) 

【定義域】 0000h≦(xL+xH×100h)≦01FFh 

           0000h≦(yL+yH×100h)≦0007h 

【機能】カーソル位置を表示メモリのx、yに移動します。 

・ x、yの一方、または両方が範囲を超えて指定した場合コマンドは無視され、カーソル位置は

移動しません。 

・ 本コマンドは、カレントウィンドウ内で動作します。 
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11．カーソル表示ON/OFF選択 US d n 

【名称】カーソル表示ON/OFF選択 

【コード】1Fh 43h n 

          n : カーソル表示選択 

【定義域】00h≦n≦01h 

n=00h : 表示OFF 

n=01h : 表示ON 

【初期値】n=00h : 表示OFF 

【機能】カーソル表示のON/OFF選択を行います。 

・ カーソル表示ON時は、カーソル位置を1×8ドットのブリンクリバースで表現します。 

・ カーソルが非表示エリアにある場合はカーソル表示ONでも表示されません。 

・ 本コマンドはカレントウィンドウ内で動作します。 

カーソル表示例 

 カーソルはキャラクタ及びビットイメージを表示する際の基準となるものです。 

・ カーソルは横1ドット、縦8ドットで構成されます。 

・ キャラクタ及びビットイメージは現在のカーソル位置を基準にカーソルを含めてx方向は右

側、y方向は下側に表示されます。 

・ カーソル位置は10.カーソルセットコマンドにより変更することができます。 

・ カーソルと全表示メモリとの位置関係は以下のようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12．書き込み画面モード選択 US ( w n a 

【名称】書き込み画面モード選択 

【コード】1Fh 28h 77h 10h a 

             n  : コマンド分類 

             a  : 書き込み画面モード 

【定義域】n=10h 

          00h≦a≦01h 

          a=00h : 表示画面モード 

          a=01h : 全画面モード 

【初期値】a=00hまたはメモリSW設定値 

【機能】書き込み画面モードの選択を行います。 

・ 表示画面モードを選択した場合の表示動作は、表示画面及び非表示画面の範囲になります。 

・ 全画面モードを選択した場合の表示動作は、全表示メモリの範囲になります。 

 

x
00h 01h 02h 03h 04h 05h 06h 07h

y=00h 

MAX 
y=0Fh 

MAX 
7FFh 

灰色：カーソル 
黒：表示キャラクタ 
太線 1 文字のスペース

（6x8） 例：縦 2 倍角表示 
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13．国際文字セット指定 ESC R n 

【名称】国際文字セット指定 

【コード】1Bh 52h n 

【定義域】00h≦n≦0Dh 

【初期値】n=00h 

【機能】国際文字セットを選択します。 

 表-36
N 文字セット 

0 アメリカ 

1 フランス 

2 ドイツ 

3 イギリス 

4 デンマークⅠ 

5 スウェーデン 

6 イタリア 

7 スペインⅠ 

8 日本 

9 ノルウェー 

10 デンマークⅡ 

11 スペインⅡ 

12 ラテンアメリカ 

13 韓国 

・ 既に表示しているキャラクタには影響しません。 

 

14．キャラクタコード指定 ESC t n 

【名称】キャラクタコード指定 

【コード】1Bh 74h n 

【定義域】n=00h,01h,02h,03h,04h,05h,10h,11h,12h,13h,FFh 

【初期値】n=00h 

【機能】キャラクタコード表を選択します。 

 表-37
N 文字種 

00h PC437(USA:Standard Europe) 

01h カタカナ 

02h PC850(Multilingual) 

03h PC860(Portuguese) 

04h PC863(Canadian-French) 

05h PC865(Nordic) 

10h WPC1252 

11h PC866(Cyrillic #2) 

12h PC852(Latin 2) 

13h PC858 

FFh ユーザーテーブル 

・ 既に表示しているキャラクタには影響しません。 

・ FFh:ユーザーテーブルとはFROMユーザーフォント定義コマンドでユーザーフォントが定義

されたオリジナルのフォントテーブルです。 
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15．オーバーライトモード（MD1モード） US MD1 

【名称】オーバーライトモード 

【コード】1Fh 01h 

【機能】表示モードをオーバーライドモードに指定します。 

・ 本コマンドはカレントエリア内で動作します。 

 

16．縦スクロールモード指定（MD2モード） US MD2 

【名称】縦スクロールモード指定 

【コード】1Fh 02ｈ 

【機能】表示モードを縦スクロールモードに指定します。 

・ 本コマンドはカレントエリア内で動作します。 

 

17．横スクロールモード指定（MD3モード） US MD3 

【名称】横スクロールモード指定 

【コード】1Fh 03ｈ 

【機能】表示モードを横スクロールモードに指定します。 

・ 本コマンドはカレントエリア内で動作します。 

 

18．横スクロールモード速度指定 

【名称】横スクロールモード速度指定 US s n 

【コード】1Fh 73h n 

【定義域】00h≦n≦1Fh 

【初期値】n=00h またはメモリSW設定値 

【機能】横スクロールモードの速度を指定します。 

・ nによりスクロールモードの速度を指定します。 

 表-38
n 速度 

00h 即時表示 

01h Tmsec/2ドット 

02h～1Fh (n-1)xTmsec/ドット 

・ スクロールが終了するまで次のコマンドは処理されません。 

・ スクロール基準時間Tは画面モード、表示文字サイズなどによって異なります。 

・ スクロール速度については目安であり、スクロールサイズによっては遅くなったり、ちらつ

いたりする場合があります。スクロール表示については、速度優先か、品位優先かを選択可

能です。38.横スクロール表示品位選択参照。 

 

19．フォントサイズ選択 US ( g n m 

【名称】フォントサイズ選択 

【コード】1Fh 28h 67h 01h m 

【定義域】n=01h 

          m=01h,02h,04h 

【初期値】m=01h またはメモリSW設定値 

【機能】1バイトコードの文字(ANK文字、ダウンロード文字)のフォントサイズを選択します。 

 表-39
ｍ 機能 

01h 6x8ドットキャラクタ 

02h 8x16ドットキャラクタ 

04h 16x32ドットキャラクタ 
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20．漢字モード（2バイトコード）指定・解除 US ( g n m 

【名称】漢字モード（2バイトコード）指定・解除 

【コード】1Fh 28h 67h 02h m 

【定義域】n=02h 

          m=00h,01h 

【初期値】m=00h 

【機能】漢字モード（2バイトコード）を指定または解除します。 

 表-40
ｍ 機能 

00h 漢字モードを解除します。 

01h 漢字モードを指定します。 

・ 16×16ドット漢字（2バイト文字）表示の手順は以下の通りです。 

フォントサイズ選択(8×16ドット)コード  ： 1Fh 28h 67h 01h 02h 

漢字モード指定コード              ： 1Fh 28h 67h 02h 01h 

漢字コード入力コード              ： 88h 9Fh  

 例：カーソル位置に”亜”(16×16ドット)を表示。 

 

21．キャラクタ拡大表示指定 US ( g n x y 

【名称】キャラクタ拡大表示指定 

【コード】1Fh 28h 67h 40h x y 

             n  : コマンド分類 

             x  : 拡大表示指定x方向 

             y  : 拡大表示指定y方向 

【定義域】n=40h 

          01h≦x≦04h 

          01h≦y≦04h（6×8ドット、8×16ドット、16×16ドット） 

          01h≦y≦02h（16×32ドット、32×32ドットフォント） 

【初期値】x=01hまたはメモリSW設定値 

          y=01hまたはメモリSW設定値 

【機能】キャラクタの拡大表示倍をx、yに指定します。 

 

22．キャラクタボールド指定 US ( g n b 

【名称】キャラクタボールド表示指定 

【コード】1Fh 28h 67h 41h b 

             n  : コマンド分類 

             b  : ボールド指定 

【定義域】n=41h 

          00h≦b≦01h 

           b=00h : ボールド解除 

           b=01h : ボールド指定 

【初期値】b=00hまたはメモリSW設定値 

【機能】キャラクタのボールド表示の指定･解除を行います。 

・ ボールド表示は同一キャラクタサイズ内で横方向に太くする処理を行う為、キャラクタ内及

び、キャラクタ間でドットがつながることがあります。 
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23．ウェイト US ( a n t  

【名称】ウェイト 

【コード】1Fh 28h 61h 01h t 

             n  : コマンド分類 

             t  : ウェイト時間 

【定義域】n=01h            

          00h≦t≦FFh 

【機能】指定時間分ウェイトされ、コマンド/データ処理を休止します。 

・ ウェイト時間は以下の通りです。 

    ウェイト時間=t×約0.5sec 

・ 処理が終了するまでコマンドデータは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 

 

24．ウェイト US ( a n t 

【名称】ショートウェイト 

【コード】1Fh 28h 61h 02h t 

             n : コマンド分類 

             t : ウェイト時間 

【定義域】n=01h 

          00h≦t≦FFh 

【機能】指定時間分ウェイトされ、コマンド/データ処理を休止します。 

・ ウェイト時間は以下の通りです。 

    ウェイト時間=t×約14msec 

・ 処理が終了するまでコマンドデータは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 

 

25．スクロール表示アクション US ( a n wL wH cL cH s 

【名称】スクロール表示アクション 

【コード】1Fh 28h 61h 10h wL wH cL cH s 

             n  : コマンド分類 

             wL : 両面シフトバイト数 下位バイト 

             wH : 両面シフトバイト数 上位バイト 

             cL : 繰り返し回数 下位バイト 

             cH : 繰り返し回数 上位バイト 

             s  : スクロール表示動作速度 

【定義域】n=10h 

          0000h≦(wL+wH×100h)≦0FFFh 

          0001h≦(cL+cH×100h)≦FFFFh 

          00h≦s≦FFh 

【機能】表示画面のシフトを指定回数分行います。 

・ 画面シフトバイト数を(表示画面yドット/8)の倍数とすることにより、横スクロール表示が

可能になります。 

・ 画面シフトバイト数を(表示画面xドット×表示画面yドット/8)とすることにより、画面切り

替え表示が可能になります。 

・ sよりスクロール速度を指定します。 

          スクロール速度=ｓ×約14msec/1シフト 

・ 処理が終了するまではコマンドデータは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 
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[例]1ドット左スクロール : wL=08h、wH=00h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         表示エリア256dots    非表示エリア256dots 

 

26．ブリンク表示アクション US ( a n p t1 t2 c 

【名称】ブリンク表示アクション 

【コード】1Fh 28h 61h 11h p t1 t2 c 

             n  : コマンド分類 

             p  : ブリンクパターン 

             t1 : ノーマル表示時間 

             t2 : ブリンクまたはリバース表示時間 

             c  : 繰り返し回数 

【定義域】n=11h 

          00h≦p≦02h 

             p=00h : 通常表示 

             p=01h : 通常表示とブリンク表示の繰り返し。 

             p=02h : 通常表示とリバース表示の繰り返し。 

          01h≦t1≦FFh 

          01h≦t2≦FFh 

          00h≦c≦FFh 

【機能】表示画面の表示ブリンクを行います。 

・ ブリンクパターンpにより、ブリンクのパターンを指定します。 

・ t1,t2により各表示時間を指定し、 

① t1×約14msec ノーマル表示 

② t2×約14msec ブリンク、またはリバース表示 

をc回繰り返す。 

・ 本コマンドの動作は表示メモリに影響しません。 

・ (c=00h)を指定した場合、c=01h～FFh又はイニシャライズ等のコマンドが入力されるまで繰

り返します。表示ブリンク中でもコマンド･データ処理は順次実行されます。 

・ (c＝01h～FFh)を指定した場合、繰り返し回数分ブリンクされます。表示コマンド中はコマ

ンド･データ処理を休止します。表示ブリンク終了後は通常表示になり、コマンド･データ処

理は再開されます。 

・ 処理が終了するまでコマンド･データは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合はマクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 
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27．カーテン表示アクション US ( a n v s p 

【名称】カーテン表示アクション 

【コード】1Fh 28h 61h 12h v s p 

             n  : コマンド分類 

             v  : 動作方向 

             s  : カーテン表示動作速度 

             p  : カーテンパターン 

【定義域】n=12h 

          00h≦v≦03h 

           v=00h : 左端→右端 

           v=01h : 右端→左端 

           v=02h : 中央→左右端 

           v=03h : 左右端→中央 

          01h≦s≦FFh 

          00h≦p≦FFh 

【機能】表示エリアのカーテン表示を行います。 

・ カーテンパターンpが動作方向vで表示されます。 

・ 指定された動作方向からカーテンパターンpが表示されます。 

・ カーテン表示動作速度は以下の通りです。 

          カーテン表示速度=256/16×s×約14ｍsec 

・ 本コマンドの動作は表示エリアのみで、非表示エリアのメモリに影響しません。 

・ 処理が終了するまでコマンド･データは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 

・ 動作例を以下に示します。 

[動作内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            表示エリア 

 

[動作完了時] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            表示エリア 
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P 
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28．湧き出し表示アクション US ( a n v s pL pH 

【名称】湧き出し表示アクション 

【コード】1Fh 28h 61h 13h v s pL pH 

             n  : コマンド分類 

             v  : 動作方向 

             s  : 湧き出し表示動作速度 

             pL : 表示メモリパターンアドレス下位バイト 

             pH : 表示メモリパターンアドレス上位バイト 

【定義域】n=13h 

          00h≦v≦03h 

           v=00h : 左端→右端 

           v=01h : 右端→左端 

           v=02h : 中央→左右端 

           v=03h : 左右端→中央 

          00h≦s≦FFh 

          0000h≦(pL+pH×100h)≦0FFFh 

【機能】表示エリアの湧き出し表示を行います。 

・ 表示メモリパターンアドレスpのパターンがが動作方向vで表示されます。 

・ 湧き出し表示動作速度は以下の通りです。 

               カーテン表示速度=256/16×s×約14ｍsec 

・ 本コマンドの動作は表示エリアのみで、非表示エリアのメモリに影響しません。 

・ 処理が終了するまでコマンド･データは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 

・ 動作例を以下に示します。 

 

[動作内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  表示エリア               非表示エリア 

[動作完了時] 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  表示エリア               非表示エリア 
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29．ランダムアクション US ( a n s pL pH 

【名称】ランダム表示アクション 

【コード】1Fh 28h 61h 14h s pL pH 

             n  : コマンド分類 

             s  : ランダム表示動作速度 

             pL : 表示メモリパターンアドレス下位バイト 

             pH : 表示メモリパターンアドレス上位バイト 

【定義域】n=14h 

          00h≦s≦FFh 

          0000h≦(pL+pH×100h)≦0FFFh 

【機能】表示エリアのランダム表示を行います。 

・ 表示エリアパターンアドレスpのパターンがランダムに順次表示されます。 

・ ランダム表示は8ステップで完了し、動作速度は以下の通りです。 

        ランダム表示速度=s×約56ｍsec/ステップ 

・ 本コマンドは動作エリアのみで、非表示エリアのメモリ表示に影響しません。 

・ 処理が終了するまでコマンド･データは実行されません。 

・ 処理中に中断させたい場合は、マクロにコマンドを定義し、実行して下さい。 

・ 動作例を以下に示します。 

 

[動作内容] 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  表示エリア               非表示エリア 

[動作完了時] 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  表示エリア               非表示エリア 
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30．表示用電源ON/OFF US ( a n p 

【名称】表示用電源ON/OFF 

【コード】1Fh 28h 61h 40h p 

          n : コマンド分類 

          p : 表示用電源ON/OFF選択 

【定義域】n=40h 

【初期値】00h≦p≦01h 

          p=00h : 表示用電源OFF（表示OFF、省電力状態） 

          p=01h : 表示用電源ON （表示ON） 

【機能】表示用電源のON/OFF制御を行います。 

・ 表示用電源のON/OFFの状態状態は、次の表示用電源のON/OFF制御コマンドの入力、イニシャ

ライズの実行、電源OFFまで有効です。 

 

31．ドット描画 US ( d n pen xL xH yL yH 

【名称】ドット描画 

【コード】1Fh 28h 64h 10h pen xL xH yL yH 

          n   : コマンド分類 

          pen : 表示ON/OFF選択 

          xL  : 描画位置X下位バイト 

          xH  : 描画位置X上位バイト 

          yL  : 描画位置Y下位バイト 

          yL  : 描画位置Y上位バイト 

【定義域】n=10h 

          00h≦pen≦01h 

          pen=00h :表示OFF 

          pen=01h :表示ON 

          0000h≦(xL+xH×100h)≦01FFh 

          0000h≦(yL+yH×100h)≦003Fh 

【機能】指定の描画位置x,yに対してドットを表示、または既に表示されているドットを消去しま

す。 

・ 本コマンドはカレントウィンドウ内で動作します。 

・ 表示ON/OFF選択、描画位置が範囲外の場合、その時点でコマンドはキャンセルされ、以降の

データは通常データとして扱われます。 
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32．ライン/ボックス描画 US ( d n mode pen x1L x1H y1L y1H x2L x2H y2L y2H 

【名称】ライン/ボックス描画 

【コード】1Fh 28h 64h 11h mode pen x1L x1H y1L y1H x2L x2H y2L y2H 

          n    : コマンド分類 

          mode : ライン/ボックス/ボックスFULL選択(描画モード図参照) 

          pen  : 表示ON/OFF選択 

          x1L   : 描画位置X1下位バイト 

          x1H   : 描画位置X1上位バイト 

          y1L   : 描画位置Y1下位バイト 

          y1H   : 描画位置Y1上位バイト 

          x2L   : 描画位置X2下位バイト 

          x2H   : 描画位置X2上位バイト 

          y2L   : 描画位置Y2下位バイト 

          y2H   : 描画位置Y2上位バイト 

【定義域】n=11h 

          00h≦mode≦02h 

          mode=00h : ライン 

          mode=01h : ボックス 

          mode=02h : ボックスFULL(塗りつぶし) 

          00h≦pen≦01h 

          pen=00h :表示OFF 

          pen=01h :表示ON 

          0000h≦(x1L+x1H×100h)≦01FFh 

          0000h≦(y1L+y1H×100h)≦003Fh 

          0000h≦(x2L+x2H×100h)≦01FFh 

          0000h≦(y2L+y2H×100h)≦003Fh 

【機能】指定の描画位置(X1,Y1)-(X2,Y2)間ライン/ボックス/ボックスFULLを描画します。 

・ 本コマンドはカレントウィンドウ内で動作します。 

・ モード、表示ON/OFF選択、描画位置が範囲外の場合、その時点でコマンドはキャンセルされ、

以降のデータは通常データとして扱われます。 

・ ラインで斜め線を指定した場合、部分的に2ドット以上の幅で描画される場合があります。 

 

[描画モード] 

   ライン描画             ボックス描画     ボックスFULL描画 

 

 

 

 

 

 

(X1,Y1) 

(X2,Y2) 

(X1,Y1) 

(X2,Y2) 

(X1,Y1) 

(X2,Y2) 
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33．リアルタイムビットイメージ表示 US ( f n xL xH g d(1)‥d(k) 

【名称】リアルタイムビットイメージ表示 

【コード】1Fh 28h 66h 11h xL xH wL wH g d(1)‥d(k) 

             n          : コマンド分類 

             xL         : ビットイメージXサイズ下位バイト(1ドット単位) 

             xH         : ビットイメージXサイズ上位バイト(1ドット単位) 

             wL         : ビットイメージYサイズ下位バイト(8ドット単位) 

             wH         : ビットイメージYサイズ上バイト(8ドット単位) 

             g          : イメージ情報=１(固定) 

             d(1)‥d(k) : ビットイメージデータ(参照) 

【定義域】n=11h 

          0001h≦(xL+xH×100h)≦0200h 

          0001h≦(yL+yH×100h)≦0008h 

          g=01h 

          00h≦d≦FFh 

          k=x×y×g 

          00h≦d≦FFh 

【機能】カーソル位置に入力されたビットイメージデータを表示します。 

・ カーソル位置は変化しません。 

・ ビットイメージの表示メモリ書き込み時に書き込み画面を超えた場合、書き込み画面範囲端

まで表示され、それ以降のビットイメージは表示されません。 

・ 表示位置、イメージサイズなどが範囲外の場合、エラーが認識された時点でコマンドがキャ

ンセルされ、以降のデータは通常データとして扱われます。 

 

表示メモリ 
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34．RAMビットイメージ定義 

【名称】RAMビットイメージ定義 US ( f n aL aH aE sL sH sE d(1)‥d(s) 

【コード】1Fh 28h 66h 01h aL aH aE sL sH sE d(1)‥d(s)] 

             n          : コマンド分類 

             aL         : ビットイメージデータ定義アドレス下位バイト 

             aH         : ビットイメージデータ定義アドレス上位バイト 

             aE         : ビットイメージデータ定義アドレス拡張バイト 

             sL         : ビットイメージデータ長下位バイト 

             sH         : ビットイメージデータ長上位バイト 

             sE         : ビットイメージデータ長拡張バイト 

             d(1)‥d(s) ：ビットイメージデータ (下図参照) 

【定義域】n=01h 

          000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦0003FFh 

          000001h≦(sL+sH×100h+sE×10000h)≦000400h 

          00h≦d≦FFh 

【機能】指定されたビットイメージをRAM上に定義します。 

・ RAMビットイメージ定義の容量は1024バイトです。 

・ ビットイメージデータ定義アドレス、ビットイメージデータ長により任意のアドレスのデー

タを定義、変更することが可能です。 

・ 定義されたビットイメージは、36.定義済みビットイメージ表示コマンドにより表示されま

す。 

・ ビットイメージデータ定義アドレス、ビットイメージデータ長が範囲外の場合、その時点で

コマンドはキャンセルされ、以降のデータは通常データとして扱われます。 

 

[設定例]RAM中のビットイメージ定義メモリ 

        ビットイメージ定義アドレス00000Ahから8バイトのデータ 

        0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11hを定義します。 

(コード) 1Fh 28h 66h 01h 0Ah 00h 00h 08h 00h 00h 0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11h  
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35．FROMビットイメージ定義 US ( e n aL aH aE sL sH sE d(1)‥d(s) 

【名称】FROMビットイメージ定義 

【コード】1Fh 28h 65h 10h aL aH aE sL sH sE d(1)‥d(2) 

         n  : コマンド分類 

         aL : ビットイメージデータ定義アドレス下位バイト（最下位ビットは無効） 

         aH : ビットイメージデータ定義アドレス上位バイト 

         aE : ビットイメージデータ定義アドレス拡張バイト 

         sL : ビットイメージデータ長下位バイト（最下位ビットは無効） 

         sH : ビットイメージデータ長上位バイト 

         sE : ビットイメージデータ長拡張バイト 

         d(1)‥d(s) ：ビットイメージデータ (下図参照) 

【定義域】n=10h 

          aE=00h～04h 

          aE=00h 

          000000h≦((aL&FEh)+aH×100h+aE×10000h)≦007FFEh 

          000002h≦((sL&FEh)+sH×100h+sE×10000h)≦008000h 

          aE=01h～04h 

          010000h≦((aL&FEh)+aH×100h+aE×10000h)≦04FFFEh 

          000002h≦((aL&FEh)+aH×100h+aE×10000h)≦010000h 

          00h≦d≦FFh 

【機能】FROMにビットイメージを定義します。 

・ FROMビットイメージ定義の容量は32768バイト+拡張エリア232144バイトです。 

・ ビットイメージデータ定義アドレスからビットイメージデータ長で指定した長さのデータ

を定義、変更することが可能です。 

・ 定義されたビットイメージは、36.定義済みビットイメージ表示コマンドにて表示できます。 

・ ビットイメージデータ定義アドレス、ビットイメージデータ長のいずれかが範囲外の場合、

その時点でコマンドはキャンセルされ、以降のデータは通常データとして扱われます。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

・ 本コマンドの処理中はディスプレイBUSYとなります。ディスプレイBUSYの間はホストからの

データ送信をしないで下さい。 

[aE=00hの場合] 

・ ビットイメージデータの定義可能な範囲は000000h～007FFFhまで32768バイトで、定義は

32768バイト(32K)単位で行います。例えばビットイメージデータ長を10KBに設定した場合、

設定範囲以外の22KBに含まれるデータは全てFFhに置き換えられます。 

[aE=01h～04hの場合] 

・ ビットイメージデータの定義可能な範囲は010000h～04FFFFhまで262144バイトで、定義は

65536バイト(64K)単位で行います。例えばビットイメージデータ長を10KBに設定した場合、

設定範囲以外の54KBに含まれるデータは全てFFhに置き換えられます。 

・ ビットイメージが01xxxxh～02xxxxhのように拡張バイト部が変わってしまうような定義ア

ドレスに設定することはできません。設定した時点でコマンドはキャンセルされ、以降のデ

ータは通常データとして扱われます。 

・ 登録エラー時の定義内容は保障されません。 
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[設定例1]F-ROM中のビットイメージ定義メモリ aE=00hのエリア 

        ビットイメージ定義アドレス00000Ahから8バイトのデータ 

        0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11hを定義します。 

(コード) 1Fh 28h 65h 10h 0Ah 00h 00h 08h 00h 00h 0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11h  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[設定例2]F-ROM中のビットイメージ定義メモリ aE=01hのエリア 

        ビットイメージ定義アドレス01000Ahから8バイトのデータ 

        0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11hを定義します。 

(コード) 1Fh 28h 65h 10h 0Ah 00h 01h 08h 00h 00h 0Ah 0Bh 0Ch 0Dh 0Eh 0Fh 10h 11h  
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36．定義済みビットイメージ表示 US ( f n m aL aH aE ySL ySH xL xH yL yH g 

【名称】定義済みビットイメージ表示 

【コード】1Fh 28h 66h 10h m aL aH aE ysL ysH xL xH yL yH g 

             n  : コマンド分類 

             m  : ビットイメージデータ表示メモリ選択 

             aL : ビットイメージデータ定義アドレス下位バイト 

             aH : ビットイメージデータ定義アドレス上位バイト 

             aE : ビットイメージデータ定義アドレス拡張バイト 

             ysL: 定義済みビットイメージYサイズ下位バイト（8ビット単位） 

             ysH: 定義済みビットイメージYサイズ上位バイト（8ビット単位） 

             xL : ビットイメージ表示Xサイズ下位バイト（1ドット単位） 

             xH : ビットイメージ表示Xサイズ上位バイト（1ドット単位） 

             yL : ビットイメージ表示Yサイズ下位バイト（8ドット単位） 

             yH : ビットイメージ表示Yサイズ上位バイト（8ドット単位） 

             g  : イメージ情報=1（固定） 

【定義域】n=10h 

          00h≦m≦02h 

            m=00h : RAM定義済みビットイメージ 

            m=01h : FROM定義済みビットイメージ 

            m=02h : 表示メモリ内ビットイメージ 

          RAM選択時 

            000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦0003FFh 

          FROM選択時 

            aE=00h 

            000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦07FFFh 

            aE=01h～04h 

            010000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦04FFFh 

            表示メモリ選択時 

            000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦000FFh 

 

            0000h≦(ySL+ySH×100h)≦FFFFh 

            0001h≦(xL+xH×100h)≦0200h 

            0001h≦(yL+yH×100h)≦0008h 

            g=01h 

 

【機能】カーソル位置にRAM又はFROMに定義されたビットイメージを表示、及び表示メモリ内のビ

ットイメージのコピー表示を行います。 

・ カーソル位置は変化しません。 

・ ビットイメージデータ表示メモリ選択で、RAM定義済みビットイメージ、FROM定義ビットイ

メージ又は、表示メモリないビットイメージかを選択します。 

・ 定義済みビットイメージYサイズは、それぞれのメモリに定義されたデータのYサイズと同一

にして下さい。 

・ 定義済みビットイメージYサイズは＞ビットイメージ表示Yサイズ、又はビットイメージデー

タ表示アドレスを変更することにより、定義したビットイメージの一部を表示させることが

可能です。 

・ ビットイメージの表示メモリ書き込み時にカレントリンドウの範囲を超えた場合、ウィンド

ウの範囲まで表示され、それ以降のビットイメージは表示されません。 

・ ビットイメージの表示メモリ書き込み時にビットイメージメモリ領域を超えた場合、不定な

ビットイメージが表示されます。 
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ビットイメージ定義メモリ（RAM、FROM又は表示メモリ） 
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37．定義済みビットイメージスクロール表示 US ( f n m aL aH aE ySL ySH xL xH yL yH g s 

【名称】定義済みビットイメージスクロール表示 

【コード】1Fh 28h 66h 10h m aL aH aE ysL ysH xL xH yL yH g s 

             n  : コマンド分類 

             m  : ビットイメージデータ表示メモリ選択 

             aL : ビットイメージデータ定義アドレス下位バイト 

             aH : ビットイメージデータ定義アドレス上位バイト 

             aE : ビットイメージデータ定義アドレス拡張バイト 

             ysL: 定義済みビットイメージYサイズ下位バイト（8ビット単位） 

             ysH: 定義済みビットイメージYサイズ上位バイト（8ビット単位） 

             xL : ビットイメージスクロール表示シフト数Xドット下位バイト（1ドット単位） 

             xH : ビットイメージスクロール表示シフト数Xドット上位バイト（1ドット単位） 

             yL : ビットイメージスクロール表示Yサイズ下位バイト（8ドット単位） 

             yH : ビットイメージスクロール表示Yサイズ上位バイト（8ドット単位） 

             g  : イメージ情報=1（固定） 

             s  : スクロールスピード選択 

【定義域】n=90h 

          00h≦m≦01h 

            m=00h : RAM定義済みビットイメージ 

            m=01h : FROM定義済みビットイメージ 

          RAM選択時 

            000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦0003FFh 

          FROM選択時 

            aE=00h 

            000000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦07FFFh 

            aE=01h～04h 

            010000h≦(aL+aH×100h+aE×10000h)≦04FFFh 

 

            0000h≦(ySL+ySH×100h)≦FFFFh 

            0001h≦(xL+xH×100h)≦FFFFh 

            0001h≦(yL+yH×100h)≦0008h 

            g=01h 

            s=00h～1Fh            

 表-41 
s 速度 

00h 4ドット/14msec 

01h 2ドット/14msec 

02h～1Fh 1ドット/(s－1)×14msec 

 

【機能】カーソルが位置するカレントウィンドウにてRAM又はFROMに定義されたビットイメージを

カレントウィンドウの右端からスクロール表示します。 

・ カーソル位置は変化しません。 

・ ビットイメージデータ表示メモリ選択で、RAM定義ビットイメージ又はFROM定義ビットイメ

ージかを選択します。 

・ 定義済みビットイメージYサイズは、それぞれのメモリに定義されたデータのYサイズと同一

にして下さい。 

・ 定義済みビットイメージYサイズは＞ビットイメージスクロール表示Yサイズ、又はビットイ

メージデータ表示アドレスを変更することにより、定義したビットイメージの一部をスクロ

ール表示させることが可能です。 
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[aE=01h～04h] 

・ 010000h～04FFFFhは連続的に格納されており、連続したスクロール表示も可能です。 

・ ビットイメージデータの範囲が010000h～04FFFFhを超える場合、表示内容は不定になります。 

スクロール速度は目安であり、スクロールサイズによっては遅くなったりちらついたりする場

合があります。スクロール表示については、速度優先か品位優先が選択可能です。38.横スクロ

ール表示品位選択を参照下さい。 

ビットイメージ定義メモリ（RAM又はFROM） 
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38．横スクロール表示品位選択 US m n 

【名称】横スクロール表示品位選択 

【コード】1Fh 6Dh n 

          n : 横スクロール表示品位選択 

【定義域】00h≦n=≦01h 

          n=00h : 表示速度優先 

          n=01h : 表示品位優先 

【初期値】n=00h またはメモリSW設定値 

【機能】横スクロール動作の表示品位を選択します。 

・ n=00h(表示速度優先)の場合、速度は速くなりますが、表示の部分的な乱れが多くなります。

n=01h(表示品位優先)の場合、表示の乱れは少なくなりますが表示速度が遅くなります。 

・ MD3モード(横スクロールモード)時のキャラクタ書き込み、HTコマンド、定義済みビットイ

メージスクロール表示に適用されます。 

 

39．リバース指定･解除 US r n 

【名称】リバース指定･解除 

【コード】1Fh 72h n 

             n  : リバース指定･解除 

【定義域】00h≦n≦01h 

           n=00h : リバース解除 

           n=01h : リバース指定 

【初期値】n=00h またはメモリSW設定値 

【機能】キャラクタ及びイメージ表示のリバースの指定、又は解除を行います。 

・ 本コマンド以降のデータに対して有効で、表示済の内容に影響はありません。 

 

40．表示書き込み合成モード指定 US w n 

【名称】書き込み合成スクロールモード指定 

【コード】1Fh 77h n 

           n : 表示書き込みモード指定 

【定義域】00h≦n≦03h 

          n=00h : 非合成書き込み 

          n=01h : OR書き込み 

          n=02h : AND書き込み 

          n=03h : EX-OR書き込み 

【初期値】n=00h またはメモリSW設定値 

【機能】表示書き込み時の合成モードを指定します。 

・ キャラクタ及びイメージ表示は、表示メモリと合成された内容が表示メモリに書き込まれま

す。 
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41．カレントウィンドウ選択 US ( w n a 

【名称】カレントウィンドウ選択 

【コード】1Fh 28h 77h 01h a 

           n : コマンド分類 

           a : カレントウィンドウNo. 

【定義域】n=01h 

00h≦a≦04h 

          a=00h : ベースウィンドウ 

          a=01h : ユーザーウィンドウ1 

          a=02h : ユーザーウィンドウ2 

          a=03h : ユーザーウィンドウ3 

          a=04h : ユーザーウィンドウ4 

【機能】カレントウィンドウの選択を行います。 

・ カレントウィンドウNo.が未定義のユーザーウィンドウの場合、本コマンドは無視されます。 
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42．ユーザーウィンドウ定義・解除 US ( w n a b [xPL xPH yPL yPH xSL xSH ySL ySH] 

【名称】ユーザーウィンドウ定義・解除 

【コード】1Fh 28h 77h 02h a b [xPL xPH yPL yPH xSL xSH ySL ySH] 

           n  : コマンド分類 

           a  : 定義ウィンドウ No.1～4 

           b  : 定義、解除 

           xPL: ウィンドウ左位置x下位バイト (1ドット単位) 

           xPH: ウィンドウ左位置x上位バイト (1ドット単位) 

           yPL: ウィンドウ左位置y下位バイト (8ドット単位) 

           yPH: ウィンドウ左位置y上位バイト (8ドット単位) 

           xSL: ウィンドウXサイズ下位バイト (1ドット単位) 

           xSH: ウィンドウXサイズ下位バイト (1ドット単位) 

           ySL: ウィンドウYサイズ下位バイト (8ドット単位) 

           ySH: ウィンドウYサイズ下位バイト (8ドット単位) 

【定義域】n=02h 

01h≦a≦04h 

           a=01h : ユーザーウィンドウ1 

           a=02h : ユーザーウィンドウ2 

           a=03h : ユーザーウィンドウ3 

           a=04h : ユーザーウィンドウ4 

00h≦b≦01h 

           b=01h : 解除 

           a=02h : 定義 

0000h≦(xPL+xPH×100h)≦01FFh 

0000h≦(yPL+yPH×100h)≦0007h 

0001h≦(xSL+xSH×100h)≦0200h 

0001h≦(ySL+ySH×100h)≦0008h 

【機能】ユーザーウィンドウの定義及び解除を行います。 

・ ユーザーウィンドウの定義、解除を行っても、表示内容は保持されます。 

ユーザーウィンドウ定義時(b=01h) 

・ 定義ウィンドウNo.、ウィンドウ位置、ウィンドウサイズを入力します。 

・ ウィンドウ位置及びウィンドウサイズは1×8ドット単位のブロックで指定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ ユーザーウィンドウは最大4ウィンドウまで定義可能です。 

・ 本コマンド後のカーソル位置は、各ウィンドウの左上(X=0,Y=0)に指定されます。 

ユーザーウィンドウ解除時(b=00h) 

・ ウィンドウを解除する場合、範囲指定[xPL～ySH]は不要です。 

・ 解除されたユーザーウィンドウがカレントウィンドウだった場合はベースウィンドウがカ

レントウィンドウとして選択されます。 

 

 

　　　　　　（xP,ｙP)

xS 

yS 

表示エリア 非表示エリア 
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43．ダウンロード文字指定 ESC % n 

【名称】ダウンロード文字指定 

【コード】1Bh 25h n 

【定義域】n=00h,01h 

【初期値】n=00h 

【機能】6x8ドット及び8x16ドットダウンロード文字の有効、無効を指定します。16×32ドット文

字には適用されません。 

・ n=01hの場合、ダウンロード文字を有効にします。ESC &においてダウンロード文字が定義さ

れていなければ、内蔵文字を表示します。 

・ n=00hの場合、ダウンロード文字を無効にします。既に定義済のダウンロード文字には影響

しません。 

・ 既に表示している文字には影響しません。 

 

44．ダウンロード文字定義 ESC & a c1 c2 [x1 d1‥d(y×x1)]‥[xk d1‥d(y×xk)] 

【名称】ダウンロード文字定義 

【コード】1Bh 26h a c1 c2 [x1 d1‥d(y×x1)]‥[xk d1‥d(y×xk)] 

             a  : キャラクタ選択 

             c1 : 開始キャラクタコード 

             c2 : 終了キャラクタコード 

             x  : x方向ドット数 

             d  : 定義データ(ダウンロード文字フォーマット参照) 

【定義域】01h≦a≦02h 

           a=01h : 6x8ドットキャラクタ選択 

                 00h≦x≦06h 

           a=02h : 8x16ドットキャラクタ選択 

                 00h≦x≦08h 

           20h≦c1≦c2≦FFh 

           00h≦d≦FFh 

           k=c2-c1+1 

【機能】6x8ドットまたは8x16ドットのダウンロード文字(1バイト文字)をRAM上に定義します。 

16×32ドットダウンロード文字定義はできません。 

・ 各フォントサイズで最大16文字のダウンロード文字が定義できます。 

・ 最大文字数を定義後、別キャラクタコードに定義する場合は、ダウンロード文字抹消で領域

を確保する必要があります。 

・ xが文字幅より小さい場合、右側の残りのドットはブランク(非表示)で埋められます。 

・ 表示中のダウンロード文字の再定義を行った場合、表示中のキャラクタには影響せず、新た

に入力されたキャラクタに対して有効になります。 

・ ダウンロード文字はダウンロード文字保存コマンドにより、FROMに保存することができます。 
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45．ダウンロード文字抹消 ESC ? a c 

【名称】ダウンロード文字抹消 

【コード】1Bh 3Fh a c 

             a  : キャラクタ選択 

             c  : 抹消キャラクタコード 

【定義域】01h≦a≦02h 

           a=01h : 6x8ドットキャラクタ選択 

           a=02h : 8x16ドットキャラクタ選択 

           20h≦c≦FFh 

【機能】6x8ドットまたは8x16ドットのダウンロード文字(1バイト文字)を抹消します。 

・ 本コマンドにより抹消されたキャラクタは内蔵キャラクタを表示します。 

・ 既に表示しているキャラクタには影響しません。 

・ 指定したキャラクタコードが定義されない場合、コマンドは無視されます。 

 

46．16x16ドットダウンロード文字定義 US ( g n c1 c2 d1‥dk 

【名称】16x16ドットダウンロード文字定義 

【コード】1Fh 28h 67h 10h c1 c2 d1‥dk 

             n  : コマンド分類 

             c1 : キャラクタコード上位バイト 

             c2 : キャラクタコード下位バイト 

             d  : 定義データ（ダウンロード文字フォーマット参照） 

【定義域】n=10h 

          c1,c2以下の通りです。 

   表-42
仕様 コード体系 c1 c2 

日本仕様 JIS X0208 (SHIFT-JIS) c1=ECh 40h≦c2≦4Fh 

           00h≦d≦FFh 

           k=32 

【機能】c1,c2により指定されたキャラクタコードに16x16ドットダウンロード文字(2バイト文字)

をRAMに定義します。最大16文字のダウンロード文字が定義できます。32×32ドット文字

は定義できません。 

・ 定義データ(d)はキャラクタパターンをカラム形式のデータとして処理します。 

・ 定義データ(d)はキャラクタパターンの左端から順に格納します。 

・ ダウンロード文字は一時的にRAM上に保存されますが、ダウンロード文字保存コマンドによ

りFROMに保存することもできます。 

 

47．16x16ドットダウンロード文字抹消 US (g n c1 c2 

【名称】16x16ドットダウンロード文字抹消 

【コード】1Fh 28h 67h 11h c1 c2 

             n  : コマンド分類 

             c1 : キャラクタコード上位バイト 

             c2 : キャラクタコード下位バイト 

【定義域】n=11h 

          c1,c2以下の通りです。 

   表-43
仕様 コード体系 c1 c2 

日本仕様 JIS X0208 (SHIFT-JIS) c1=ECh 40h≦c2≦4Fh 

【機能】c1,c2により指定されたキャラクタコードに16x16ドットダウンロード文字(2バイト文字)

を抹消（ブランク）します。 
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48．ダウンロード文字保存 US ( e n a 

【名称】ダウンロード文字保存 

【コード】1Fh 28h 65h 11h a 

             n  : コマンド分類 

             a  : フォントサイズ選択 

【定義域】n=11h 

          01h≦a≦03h 

             a=01h : 6×8ドット 

             a=02h : 8×16ドット 

             a=03h : 16×16ドット 

【機能】定義されたRAM上のフォントサイズaのダウンロード文字をFROMに保存します。(RAM→

FROM) 

・ 保存された内容は、起動時読み出し設定及び読み出しコマンドにより有効になります。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

・ 本コマンドの処理中はディプレイBUSYとなりますの、ディスプレイBUSYの間はホストからの

データを送信しないで下さい。 

 

49．ダウンロード文字読み込み US ( e n a 

【名称】ダウンロード文字読み込み 

【コード】1Fh 28h 65h 21h a 

             n  : コマンド分類 

             a  : フォントサイズ選択 

【定義域】n=21h 

          01h≦a≦03h 

             a=01h : 6×8ドット 

             a=02h : 8×16ドット 

             a=03h : 16×16ドット 

【機能】FROMに登録されているダウンロード文字を読み込みます。(FROM→RAM) 

・ 指定されたダウンロード文字がFROMに登録されていない場合、本コマンドは無視されます。 

・ 本コマンドはノーマルモード、ユーザー設定モードの両方で有効です。 
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50．FROMユーザーフォント定義 US ( e n m P(80h-1) P(80h-2)‥P(FFh-n) 

【名称】FROMユーザーフォント定義 

【コード】1Fh 28h 65h 13h m P(80h-1) P(80h-2)‥P(FFh-n) 

             n  : コマンド分類 

             m  : ユーザーテーブル選択 

             p  : 定義データ(ダウンロード文字フォーマット参照) 

【定義域】n=13h 

          m=01h,02h,04h 

          00h≦p≦FFh 

 表-44 
ｍ 機能 

01h 6×8フォントユーザーテーブル 

02h 8×16フォントユーザーテーブル 

04h 16×32フォントユーザーテーブル 

           a=01h : P(80h-1)‥P(80h-6) 6バイト/フォント×128文字(768バイト) 

           a=02h : P(80h-1)‥P(80h-16) 16バイト/フォント×128文字(2048バイト) 

           a=04h : P(80h-1)  P(80h-32 

【機能】ユーザーテーブルに各サイズの1バイトコードのユーザーフォントを定義します。 

・ 本コマンドは128文字分全てを定義するものであり、一部分のみの定義はできません。 

・ 工場出荷時は各フォントサイズのユーザーテーブルはブランク00hとなっています。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

51．ユーザー設定モード移行 US ( e n d1 d2 

【名称】ユーザー設定モード移行 

【コード】1Fh 28h 65h 01h d1 d2 

【定義域】n=01h 

          d1=49h (文字”I”) 
          d2=4Eh (文字”N”) 
【機能】〔ユーザー設定モード〕へ移行します。 

・ RS-232インタフェースから以下のデータが送信されます。 

・ 本コマンドはノーマルモード時のみ有効です。 

・ 本コマンドが実行されると表示画面全体がブランクになります。 

  表-45
送信データ 16進数 データ数 

①ヘッダー 28h 1バイト 

②識別子 65h 1 バイト 
③識別子2 01h 1 バイト 
④NUL 00h 1 バイト 

・ 本コマンドはノーマルモード時のみ有効です。 
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52．ユーザー設定モード終了 US ( e n d1 d2 d3 

【名称】ユーザー設定モード終了 

【コード】1Fh 28h 65h 02h d1 d2 d3 

【定義域】n=02h 

          d1=4Fh (文字”O”) 
          d2=55h (文字”U”) 
          d3=54h (文字”T”) 
【機能】〔ユーザー設定モード〕を終了し、ディスプレイのソフトウェアリセットを実行します。 

〔ユーザー設定モード〕終了時の動作は以下の通りです。 

① 動作中の処理(メモリ制御、情報の送信等)が完全に終了したことを確認します。 

② ディスプレイBUSYを出力します。 

③ ソフトウェアリセット処理を実行します。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

・ 本コマンドを実行すると、受信バッファをクリアし、各種設定(ダウンロード文字、マクロ

の設定等)及び表示画面は電源投入時の状態になります。 

 

53．ポート入出力選択 US ( p 01h n a 

【名称】ポート入出力選択 

【コード】1Fh 28h 70h 01h n a 

             n  : ポートNo.指定 

             a  : 入出力設定 

【定義域】00≦n≦01h 

          n=00h : ポート0 

          n=01h : ポート1 

          00≦a≦01h 

          a=00h : 入力 

          a=01h : 出力 

【機能】汎用ポートの入出力を指定します。 

・ ポート1は入力専用のため、無効です。 

I/Oポートは、簡易的に周辺のキースイッチやランプを制御することを前提として設定されてい

ます。信頼度を要求される用途へのご使用は控えていただくようお願い致します。 

 

54．ポート出力 US ( p 10h n a 

【名称】ポート入出力選択 

【コード】1Fh 28h 70h 10h n a 

             n  : ポートNo.指定 

             a  : 出力データ値 

【定義域】00≦n≦01h 

          n=00h : ポート0 

          n=01h : ポート1 

          00≦a≦FFh 

【機能】選択した汎用ポートにデータを出力します。 

・ ポート1は入力専用のため、無効です。 
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55．ポート入力 US ( p 20h n 

【名称】ポート入力 

【コード】1Fh 28h 70h 20h n 

             n  : ポートNo.指定 

【定義域】00≦n≦01h 

          n=00h : ポート0 

          n=01h : ポート1 

【機能】コマンドが処理された時点での選択した汎用ポートの状態を送信します。 

・ RS232インタフェースから以下のデータが送信されます。 

   表-46
ヘッダー 識別子 識別子2 データ 

28h 70h 20h 00h～FFh 

1バイト 1バイト 1バイト 1バイト 

・ 受信バッファの状態によってデータが送信されるまでの時間が異なります。 

 

56．RAMマクロ定義･消去 US : pL oH [d1‥dk] 

【名称】RAMマクロ定義･消去 

【コード】1Fh 3Ah pL pH [d1‥dk] 

             pL : マクロ定義データ長下位バイト 

             pH : マクロ定義データ長上位バイト 

             d  : マクロ定義データ 

【定義域】0000h≦(pL+pH×100h)≦0100h 

【機能】RAMマクロの定義又は消去を行います。 

・ (pL+pH×100h)＞0000hの場合、d部のデータがマクロ登録されます。 

・ (pL+pH×100h)=0000hの場合、マクロが消去されます。 

・ マクロ定義データ長が定義域を超えた場合、本コマンドはキャンセルされ、それ以降のデー

タは通常データとして扱われます。 

・ マクロ定義内に以下のコマンドを定義しないで下さい。 

イニシャライズ、マクロ実行、RAMマクロ定義･消去、ユーザー設定モード移行、ユーザー設定モ

ード終了、FROMビットイメージ定義、ダウンロード文字保存、FROMマクロ定義、メモリSW設定、

メモリSWデータ送信、ダウンロード文字読み込み、各種情報データ送信、FROMユーザーフォント

定義、メモリ書換えコマンドモード。 
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57．FROMマクロ定義 US ( e n a pL pH t1 t2 [d(1)‥d(p)] 

【名称】FROMマクロ定義 

【コード】1Fh 28h 65h 12h a pL pH t1 t2 [d(1)‥d(p)] 

             n  : コマンド分類 

             a  : 登録マクロ定義No. 

             pL : マクロ定義データ長下位バイト 

             pH : マクロ定義データ長上位バイト 

             t1 : 表示間隔(t1×約14ms) (起動時マクロ実行用) 

             t2 : マクロ繰り返しアイドル時間(t2約14ms) (起動時マクロ実行用) 

             d  : マクロ定義データ 

【定義域】n=12h 

          01h≦a≦04h :FROMマクロ定義1～4 

          0000h≦(pL+pH×100h)≦1000h 

          00h≦t1≦FFh 

          00h≦t2≦FFh 

          00h≦d≦FFh 

【機能】FROMマクロの定義または消去を行います。 

・ (pL+pH×100h)＞0000hの場合、以降のデータがマクロ登録されます。 

・ (pL+pH×100h)＝0000hの場合、マクロが消去されます。 

・ マクロ定義データ長が定義域を超えた場合、本コマンドはキャンセルされ、それ以降のデー

タは通常データとして扱われます。 

・ 表示間隔とは1キャラクタ表示後、次を表示するまでの時間を指定するものであり、コマン

ドの処理速度には影響しません。 

・ アイドル時間とは、マクロ定義最終データ処理後、再実行するまでの時間を示します。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

・ マクロ定義内に以下のコマンドを定義しないで下さい。 

イニシャライズ、マクロ実行、RAMマクロ定義･消去、ユーザー設定モード移行、ユーザー設定モ

ード終了、FROMビットイメージ定義、ダウンロード文字保存、FROMマクロ定義、メモリSW設定、

メモリSWデータ送信、ダウンロード文字読み込み、各種情報データ送信、FROMユーザーフォント

定義、メモリ書換えコマンドモード。 

・本コマンドの処理中はディスプレイBUSYとなりますので、ディスプレイBUSYの間はホストから

のデータ送信をしないで下さい。 
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58．マクロ実行 US ^ a t1 t2 

【名称】マクロ実行 

【コード】1Fh 5Eh a t1 t2 

             a  : マクロ定義No. 

             t1 : 表示間隔(t1×約14msec) 

             t2 : マクロ繰り返しアイドル時間(t2×約14msec) 

【定義域】00h≦a≦04h 

          a=00h       :RAMマクロ定義 

          01h≦a≦04h :FROMマクロ定義 

          00h≦t1≦FFh 

          00h≦t2≦FFh 

【機能】マクロ定義aの内容を繰り返し実行します。 

・ 表示間隔とは、1キャラクタ表示後、次を表示するまでの時間を指定するものであり、コマ

ンドのコードの処理速度には影響しません。 

・ アイドル時間とはマクロ定義最終データ処理後、再実行するまでの時間を示します。 

・ マクロ定義No.のaが未定義、又は定義域外の場合、t2までのデータが無視されます。 

・ マクロ実行中にコマンドが入力された場合、実行中のマクロを中断し、カレントウィンドウ

内容(ベースウィンドウは書き込み画面モード範囲)をクリアし、カーソル位置はホームポジ

ションに移動します。各種設定内容はマクロ処理終了時点の状態となります。 

 

59．メモリSW設定 US ( e n a b 

【名称】メモリSW設定 

【コード】1Fh 28h 65h 03h a b 

【定義域】n=03h 

          00h≦a≦1Fh 

          00h≦b≦FFh 

【機能】メモリスイッチaにデータbを設定します。 

・ 本コマンドはユーザー設定モード時のみ有効です。 

・ 本コマンドの処理中はディスプレイBUSYとなりますので、ディスプレイBUSYの間はホストか

らのデータ送信をしないで下さい。 

 

60．メモリSWデータ送信 US ( e n a 

【名称】メモリSWデータ送信 

【コード】1Fh 28h 65h 04h a 

【定義域】n=04h 

          00h≦a≦1Fh 

【機能】メモリスイッチaの設定内容を送信します。 

・ RS-232インタフェースから以下のデータが送信されます。 

  表-47
送信データ 16進数 データ数 

①ヘッダー 28h 1バイト 

②識別子 65h 1 バイト 
③識別子2 04h 1 バイト 
④NUL 00h～FFh 1 バイト 

・ 本コマンドはノーマルモード、ユーザー設定モード時のみ有効です。 
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61．各種情報データ送信 US ( e n a [b c] 

【名称】各種情報データ送信 

【コード】1Fh 28h 65h 40h a [b c] 

【定義域】n=40h 

          a=01h : ブートバージョン情報(b,cは不要) 

          a=02h : ファームウェアバージョン情報(b,cは不要) 

          a=10h : 2バイトキャラクタコード情報(b,cは不要) 

          a=20h : メモリチェックサム情報 

00h≦b≦FFh : 開始アドレス(有効アドレス=b×10000h) 

00h≦c≦FFh : データ長  (有効データ長=c×10000h) 

          a=30h : 製品タイプ名(b,cは不要) 

          a=40h : ディスプレイXドット数情報(b,cは不要) 

          a=41h : ディスプレイYドット数情報(b,cは不要) 

 

【機能】ディスプレイの各種情報データを送信します。 

・ RS-232インタフェースから以下のデータが送信されます。 

  表-48
送信データ 16進数 データ数 

①ヘッダー 28h 1バイト 

②識別子 65h 1 バイト 
③識別子2 40h 1 バイト 
④データ 00h～FFh a=01h ： 4 バイト 

a=02h ： 4 バイト 
a=10h ： 15 バイト 
a=20h ： 4 バイト 
a=30h ： 15 バイト 
a=40h ： 3 バイト 
a=41h ： 3 バイト 

・ 本コマンドはノーマルモード、ユーザー設定モードの両方で有効です。 

 

62．メモリ書換えモード移行 

【名称】メモリ書換えモード移行 

【コード】1Ch 7Ch 4Dh D0h d1‥d6 

【定義域】n=D0h 

          d1‥d6=”MODEIN” 
【機能】ノーマルモードからメモリ書換えモードへ移行します。 

・ メモリ書換えモードはユーザー設定モードでは変更不可能なFROM上のファームウェア、フォ

ントなどの変更処理を行うモードです。 

・ FROMの変更には、専用コマンド及びツール類が必要です。 

・ 通常の運用には使用しないで下さい。 
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3-8．ビットイメージデータフォーマット 

 ビットイメージデータは、以下のようなイメージサイズ分データ(x * y)で構成されます。 

 表-49 
データ パターン位置 

d(1) P1 

d(2) P2 

  

d(x × y) P(x × y) 

 

B7 P1

B6 P2

B5 P(x*y-1)

B4 Py P(x*y)

B3

B2

B1

B0  
 

3-9．ダウンロード文字フォーマット 

 ダウンロード文字フォーマットを以下に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B7

B6

B5

B4

B3

B2

B1

B0

d1 - d6

d1 - d15

d2 - d16

d1 - d31

d2 - d32

6x8 ドットフォント 

8x16 ドットフォント 

16x16 ドットフォント 
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 3-10．グラフィックDMAモード 

3-10-1．表示内容 

グラフィック表示 ドット数：256x64 

 

3-10-2．表示メモリ 

 全表示メモリは以下のように構成されています。 

・ 全表示エリアは512x64ドットあり、表示スタートアドレス指定コマンドにより任意の位置を

表示させることが可能です。 

・ 表示メモリはロール構造となっており、表示画面が表示メモリ範囲を超えるエリアは0000h

以降のないようが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-10-3．プロトコル 

 パラレルインタフェースからデータ入力により、高速グラフィック表示が可能です。 

 グラフィックDMAモードのプロトコルは、以下の様になります。 

 

・ ヘッダー、ヘッダー2が成立しない場合、ヘッダー(STX)待ちになります。 

・ 電文内のアドレスとジャンパ設定のディスプレイアドレスが一致したディスプレイのみデ

ータ処理を行います。このモードを使用することによって、ジャンパ設定よってアドレスが

設定された最大16台までのディスプレイを個々にコントロールできます。 

・ 電文内のアドレスがFFhの場合、全てのディスプレイデータが処理を行います。 

   表-50
ヘッダー ヘッダー2 アドレス コマンド/データ 

STX（02h） 44h 00h～FFh 00h～FFh 

1バイト 1バイト 1バイト nバイト 

 

 

 グラフィックDMAモードコマンド 表-51
№ 名称 コード コード 
1 ビットイメージ書き込み STX 44h DAD 46h aL aH sL sH (1)

‥d(s) 
02h 44h DAD 46h aL aH sL sH d(1)

‥d(s) 
2 表示スタートアドレス指定 STX 44h DAD 53h aL aH 02h 44h DAD 53h aL aH 
3 リフレッシュ同期表示指定 STX 44h DAD 57h 01h 02h 44h DAD 57h 01h 
4 表示輝度指定 STX 44h DAD 58h n 02h 44h DAD 58h n 
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3-10-4．コマンド説明 

1．ビットイメージ書き込み STX 44h DAD 46h aL aH sL sH (1)‥d(s) 

【名称】ビットイメージ書き込み 

【コード】02h 44h DAD 46h aL aH sL sH d(1)‥d(s) 

             DAD: ディスプレイアドレス 

             aL : ビットイメージ書き込みアドレス下位バイト 

             aH : ビットイメージ書き込みアドレス上位バイト 

             sL : ビットイメージ書き込みサイズ下位バイト 

             sH : ビットイメージ書き込みサイズ上位バイト 

             d(1)‥d(s) ：ビットイメージデータ 

【定義域】00h≦DAD≦FFh 

          0000h≦(aL+aH×100h)≦0FFFh 

          0001h≦(sL+sH×100h)≦1000h 

          (aL+aH×100h)+(sL+sH×100h)≦1000h 

          00h≦d≦FFh 

【機能】指定されたアドレスにビットイメージを書き込みます。 

・ 書き込みアドレス、書き込みサイズなどが範囲外の場合、STX‥sHまでキャンセルされ、以

降はヘッダー(STX) 待ちとなります。 

・ ビットイメージ書き込み時は、ホスト→ディスプレイ･表示メモリへのDMA書き込みが行われ

ています。その為、表示チラツキが発生する場合は、インタフェースタイミングTDWR時間を

長くして下さい。 

 

                              表示メモリ 
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2．表示スタートアドレス指定 STX 44h DAD 53h aL aH 

【名称】表示スタードアドレス指定 

【コード】02h 44h DAD 53h aL aH 

             DAD : ディスプレイアドレス 

             aL  : 表示スタートアドレス下位バイト 

             aH  : 表示スタートアドレスみアドレス上位バイト 

【定義域】00h≦DAD≦FFh 

          0000h≦(aL+aH×100h)≦0FFFh 

【機能】表示スタートアドレス(画面左上位置)を指定します。 

・ 表示スタートアドレスが画面範囲外の場合コマンドはキャンセルされます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．リフレッシュ同期表示指定 STX 44h DAD 57h 01h 

【名称】全表示輝度指定 

【コード】02h 44h DAD 57h 01h 

             DAD: ディスプレイアドレス 

【定義域】00h≦DAD≦FFh 

【機能】このコマンドの後に書き込まれたコマンドは、内部表示リフレッシュに同期して動作し

ます。このコマンドと表示アドレス指定コマンドを組み合わせるとスムーズなスクロール表示が

可能です。 
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4．表示輝度指定 STX 44h DAD 58h n 

【名称】全表示輝度指定 

【コード】02h 44h DAD 58h n 

             DAD: ディスプレイアドレス 

             n : 表示輝度指定 

【定義域】00h≦DAD≦FFh 

          01h≦n≦04h 

【初期値】n =04hまたはメモリスイッチの設定値 

【機能】nの値により表示輝度を下表の通りに設定します。 

   表-52
N 輝度  n 輝度 

01h 25%  12h 25% 

02h 50%  13h 37.5% 

03h 75%  14h 50% 

04h 100%  15h 62.5% 

10h 0%  16h 87.5% 

11h 12.5%  17h 100% 
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 4．インタフェース及び、ジャンパ設定 
4-1．インタフェース 

信号レベル ： RS-232C準拠 
データ転送方式 ：調歩同期方式全二重通信 
データビット長 ： 8ビット(LSB先出し) 
パリティビット ： NON 
スタートビット ： 1ビット 
ストップビット ： 1ビット 
回線速度 ： 38400/19200bps （初期値：38400bps） 

 
 

 

 

 

4-2．コネクタ仕様 
    コネクタ(CN1)：B7B-XH-A(JST) or 同等品 

   表-53
ピン№ 信号名 機能 方向 

1 RXD 受信データ 入力 
2 DTR ディスプレイREADY 出力 
3 DSR ホストREADY 入力 
4 TXD 送信データ 出力 
5 NC 未接続  
6 +5V 電源 入力 
7 GND 接地 入力 

注)本信号は蛍光表示管モジュールから見た信号です。 
 
    コネクタ(CN2)：HIF3FC16PA(ヒロセ電機) or 同等品 

   表-54
ピン№ 信号名 機能 方向 

1 D7 D7 入力 
2 D6 D6 入力 
3 D5 D5 入力 
4 D4 D4 入力 
5 D3 D3 入力 
6 D2 D2 入力 
7 D1 D1 入力 
8 D0 D0 入力 
9 GND 接地 入力 

10 WR ライト信号 入力 
11 GND 接地 入力 
12 RDY レディ信号 出力 
13 GND 接地 入力 
14 GND 接地 入力 
15 +5V 電源 入力 
16 +5V 電源 入力 
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4-3．ジャンパ設定 
   ジャンパの設定を示します。 

  表-55 
回路記号 機能 初期設定 

J1 未実装 
J2 未実装 
J3 未実装 
J4 

ディスプレイアドレス設定 

未実装 
J5 ボーレート設定 未実装 
J6 コマンドモード選択 未実装 
J7 動作モード選択 未実装 
J8 プロトコル選択 未実装 

 
4-3-1．ディスプレイアドレス選択 

    表-56
J1 J2 J3 J4 設定内容 

未実装 未実装 未実装 未実装 アドレス 00h 
実装 未実装 未実装 未実装 アドレス 01h 

未実装 実装 未実装 未実装 アドレス 02h 
実装 実装 未実装 未実装 アドレス 03h 

未実装 未実装 実装 未実装 アドレス 04h 
実装 未実装 実装 未実装 アドレス 05h 

未実装 実装 実装 未実装 アドレス 06h 
実装 実装 実装 未実装 アドレス 07h 

未実装 未実装 未実装 実装 アドレス 08h 
実装 未実装 未実装 実装 アドレス 09h 

未実装 実装 未実装 実装 アドレス 0Ah 
実装 実装 未実装 実装 アドレス 0Bh 

未実装 未実装 実装 実装 アドレス 0Bh 
実装 未実装 実装 実装 アドレス 0Dh 

未実装 実装 実装 実装 アドレス 0Eh 
実装 実装 実装 実装 アドレス 0Fh 

 
4-3-2．ボーレート設定 

 表-57 
J5 設定内容 

未実装 38400bps 
実装 19200bps 

 
4-3-3．コマンドモード選択 
  表-58

J6 設定内容 
未実装 ノーマルコマンドモード キャラクタ、グラフィック表示モード 
実装 グラフィックDMAモード 高速グラフィック表示モード（パラレルのみ） 

 
4-3-4．動作モード選択 
  表-59

J7 設定内容 
未実装 表示動作モード 通常の表示動作モード 
実装 メモリ書換えモード ファームウェア、フォントなどのメモリ書換えモード 
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4-3-5．プロトコルモード選択 
  表-60

J8 設定内容 
未実装 ダイレクトモード アドレスに関係なく、全てのデータを処理します。 
実装 電文モード 電文内のアドレスが一致したディスプレイのみ動作。 

アドレスがFFhの場合、全てのディスプレイがデータ処理。

 
4-4．メモリSW 

   表-61
SW No. 機能 有効範囲 出荷設定 

0 国際文字セット 00h～0Dh 00h 
1 キャラクタコード指定 00h～05h,10h～

13h,FFh 
00h 

2 横スクロール速度指定 00h～1Fh 00h 
3 リバース指定 00,01h 00h 
4 表示書き込み合成モード指定 00h～03h 00h 
5 全表示輝度指定 01h～04h,10h～

18h 
04h 

6 リザーブ ― ― 
7 書き込み画面モード 00h,01h 00h 
8 フォントサイズ 01h,02h 01h 
9 漢字モード 00h,01h 00h 

10 キャラクタ拡大表示指定X 01h～04h 01h 
11 キャラクタ拡大表示指定Y 01h～04h 01h 
12 キャラクタボールド表示指定 00h,01h 00h 
13 リザーブ ― ― 
14 横スクロール表示品位選択 00h,01h ― 
15 リザーブ ― ― 
16 起動時ダウンロード文字読み込み(FROM→RAM) 6x8ドット 00h,01h 00h 
17 起動時ダウンロード文字読み込み(FROM→RAM) 8x16ドット 00h,01h 00h 
18 起動時ダウンロード文字読み込み(FROM→RAM) 16x16ドット 00h,01h 00h 
19 起動時FROMマクロ実行 00h～04h 00h 

20～31 リザーブ ― ― 
メモリSW内容が有効範囲外の場合、出荷設定値を初期値として動作します 
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ブロック図 
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外形図 

 

付図-2 
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16×16 ドットフォント 
32×32 ドットフォント 
シフト JIS 
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5. 保証 
保証期間は弊社出荷後1年とする。 

 
6. 規制物資等の該非判定及び、輸出する際の注意事項 

本製品は、技術レベル的には外国為替管理令および輸出貿易管理令の規制上の物資（役務）等に非該

当となりますが、他の装置の為に特別に設計した部分品・付属品はその装置の該・非判定により決定され

ます。 
本製品を貴社製装置にご使用頂く弊社製汎用品に付きましては、貴社にて該・非判定をお願いすると共

に、汎用品についても兵器等の製造に転用されることのないようご確認をお願い申し上げます。 
また、その結果、必要に応じた輸出手続等のご処置も併せてお願い申し上げます。 

 
7. 使用上の注意事項 

7-1. モジュールに取り付けられている蛍光表示管はガラス製品ですので、規定値以上の衝撃を加えると破

損することがあります。規定値以上の振動や衝撃を加えないように、十分注意して取り扱って下さい。 
 
7-2. 電源電圧が規定値より低すぎる場合、点灯すべきドットが点灯しない場合があります。 

また、逆に高すぎる場合は点灯すべきでないドットが点灯する場合があります。 
このような現象が見られる場合には、電源電圧をチェックして規定の値にセットして下さい。 

 
7-3. 内蔵電源はDC/DCコンバータを使用しており、電源投入時約5倍のサージ電流が流れる事があります。 
 
7-4. ノイズの影響を受けやすい環境下での使用は極力避けて下さい。信号に影響を及ぼし、モジュールの

正常動作を妨げる場合があります。 
 
7-5. 同一表示パタンで長時間点灯しますと若干の輝度ムラを発生する事があります。 

美しい表示品位を保つ為、同一表示パタンを避けて頂くことをお奨めします。 
 
 
 
 

★お断り★ 
本仕様の記載内容は特性改善のため、断りなく変更する場合があります。 
御使用に際しましては、念のため弊社に御確認下さるようお願い申し上げます。 
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